
保護者負担軽減計画について ＜京都府提出資料＞

学校名

所在地

電話番号

【１年生】 入学金
施設拡充費
（入学時）

授業料
施設拡充費等
＊（経常的）

計
(入学時除く)

考査料

50,000 8,500 286,000 294,500 15,000

【２年生】 授業料
施設拡充費等
＊（経常的）

計

8,500 286,000 294,500

【３年生】 授業料
施設拡充費等
＊（経常的）

計

8,500 286,000 294,500

・今回改定　あり なし

・前回改定　　　　　

年度

京都つくば開成高等学校

（６）

（１）

（２）

（３）

京都府京都市下京区西洞院通七条上る福本町406

075-371-0020

建学の精神を踏まえ、生徒の進路目標の実現を目指し、専門分野における体験学習を行うコース学
習を展開するため、施設・設備の充実を図っている。また、新教育課程が求める探究学習は、情報
等新たな教育機器の充実が不可欠となる。この二つの目標達成のために、教育施設・設備の充実を
図る取り組みを行っている。さらにタブレットを入学時に全員に配布し、ICT教育の充実および校内
でのWi-Fi環境の整備が全教室で整ったため、調べ学習等が自主的に行える環境となった。

本学園が果たすべき教育を実践するためにも、経営面、特に経費については見直しを図り、生徒が
他者と繋がりを持ちながら学習にも専念できる教育環境を整える。生徒、保護者が本校に入学して
良かったと感謝してもらえるよう、教育の質的向上に努めていきたい。ただ,現在の社会の経済状
況、少子化による子どもの数の減少という厳しい状況下であり、より良い教育を継続していくため
に出来得る限り現状を維持したいが、今後の見通しとして納付金の見直しを図る可能性はある。

（５）

・今後の納付金に
対する考え方

※学科やコースによって
納付金に差異がある場合
は最低額を計上。

（４）

教育内容、施設整備の
改善・拡充等の状況

令和６年度の保護者
負担軽減策及び考え方

＊施設拡充費等には、施設拡充費、校費、実験実習費、冷暖房費等の入学金、授業料
及び検定料以外の納付金で、学則に定めのあるものすべてを含む。ただし、ＰＴＡ、
生徒会等、学校法人とは別団体に属する経費、任意寄附金及び給食費は除外。

今後５年程度の保護者
負担軽減計画

本校は、「夢をかなえる学校」として様々な体験を通し、人との関わりや自主性、希望を持って学
ぶ生徒の育成を目指し、生徒・保護者・卒業生・地域が協力して創り上げる学校を目的としてい
る。すべての生徒の進路目標の実現を目指して、通信教育を通して国際社会で生きる確かな学力と
スキル、豊かな感性と素養を身に付ける生徒の育成に取り組む。

本校は、平成２７年４月に京都府より狭域通信制課程「京都つくば開成高等学校」として認可さ
れ、「社会で活躍できる有為な人材育成」を信条に、普通科目に加えて生徒が様々な体験ができる
よう「進学」「IT」「調理・製菓」「アート」「美容」「保育」「芸能マルチ（ダンス、ミュー
ジック、声優」「ドギー」「メカニック」の９つの専門コースを設置している。また、人と人との
コミュニケーション力を養成するため、生徒が主体的に活躍できる生徒会活動を積極的に推し進
め、京都府の中学生・保護者から「行きたい学校」、入学した生徒から「来てよかった学校」、地
域の方々から「マナーのよい生徒たちが通う学校」と言われる学校づくりを目指している。

「国の就学支援金及び京都府あんしん修学支援金」の双方の授業料減免による保護者の負担が軽減
されるよう、周知、手続きに積極的に取り組んでいる。また、技能検定や優れた技能を有し、顕著
な成績を収めている者、二親等以内の親族が在籍した実績がある場合などを対象とした納付金の一
部免除を入学時の負担軽減として実施している。

「国の就学支援金及び京都府のあんしん修学支援金」により、保護者負担はかなり軽減されてきて
いるので、引き続き制度のアナウンスの周知・徹底を図っていきたい。今後の納付金については、
保護者負担軽減に努めていきたいが、物価高騰や働き方改革等による厳しい状況下にあるため、学
納金の見直しが必要になることもある。

建学の精神

本校の特色及び
将来展望

・令和６年度納付金


